
ハンズオンセミナー
「線量分布測定の原点回帰といえば、

フィルムでしょう」
「本ハンズオンセミナーの主旨と内容」

講師：小澤修一 広島がん高精度放射線治療センター
吉田毅 アールテック有限会社

協賛：アールテック有限会社、株式会社ベリタス



背景
• IMRT線量検証について

• 強度変調放射線治療における物理技術ガイドライン2023
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強度変調放射線治療における物理技術ガイドライン2023より引用



以前のガイドラインでの記載
• 強度変調放射線治療における物理・技術的ガイドライン2011 



本セミナーの主旨

• フィルムは、線量の不確かさが大きめだが、空間分解能、方向
依存性、測定面の自由度などのアドバンテージから、以前から
線量分布検証のゴールドスタンダード

• 配列型検出器やEPIDが広く普及している現代だからこそ、
フィルムを学ぶべき

今大会のテーマである「原点回帰」に完全マッチする内容



本セミナーの内容
1. 本セミナーでは、ガフクロミックフィルム研究会が編集した「放射線治療

分野でのGAFCHROMIC HANDBOOK 線量分布を測定する場合の取り扱い
について」に準拠して行います。

2. 透過型フィルム（EBT-4）と反射型フィルム（RTQA2）を使用します。

3. フィルムのカット方法、フィルムスキャン時の注意点、フラットベッドス
キャナの取り扱い、ESPN標準スキャナソフトを用いた汎用的な運用方法を
学びます。

4. あらかじめ照射されたフィルムを用いてスキャンからTIFFファイルへの変
換までの一連の手順を体験していただきます。



放射線治療用ガフクロミックフィルムの種類
引用：アールテック有限会社HP

EBT4
感度：0.2 Gy~10 Gy
透過型

RTQA2
感度：0.2 Gy~10 Gy
反射型

EBT-XD
感度：0.4 Gy~40 Gy
等価型

線量分布検証：通常の線量分割

装置の幾何学的QA

線量分布検証：定位放射線治療
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